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学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
年
々
増
加

　

不
登
校
に
な
る
子
ど

も
が
２
０
１
３
年
ぐ
ら
い

か
ら
全
国
的
に
も
増
加

し
て
い
ま
す
（
高
槻
市
の

２
０
１
３
年
度
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
数
:
小
学
校

75
人
、中
学
校
３
０
３
人
）。

政
府
は
２
０
１
３
年
１
月

に
教
育
再
生
実
行
会
議
の

設
置
を
閣
議
決
定
し
、
同

年
、
２
０
１
３
年
度
に
文

科
省
は
全
国
学
力
調
査
の

全
員
対
象
を
復
活
し
ま
し

た
。
大
阪
府
で
は
さ
ら
に
、

府
独
自
に
中
学
校
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
結
果
を

　
小
中
学
校
で
は
、
不
登

校
の
子
ど
も
や
保
護
者
を

支
援
す
る
人
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は

福
祉
や
医
療
を
含
む
関

係
機
関
と
の
連
携
が
必
要

な
ケ
ー
ス
を
対
応
し
ま
す

（
不
登
校
以
外
も
対
応
）。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
心
の
ケ
ア
や
精
神
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

不
登
校
等
支
援
員
は
学

校
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
で
の
支
援

だ
け
で
な
く
、
学

校
に
来
て
い
な
い

子
ど
も
に
対
す
る
、

電
話
連
絡
、
家
庭

訪
問
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度

は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
３
人
増
や
し
、

６
人
体
制
に
。
不

登
校
等
支
援
員
は

中
学
校
区
に
１
人
の
体
制

で
し
た
が
、
さ
ら
に
６
人

増
や
し
て
対
応
を
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
３
年
度
の

府
費
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
体
制
は
各
中
学

校
区
に
１
人
配
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
年
間
35
回
、
１
日

６
時
間
の
勤
務
で
す
。
小

学
校
は
拠
点
校
６
校
に
、

そ
れ
ぞ
れ
４
、５
回
配
置

し
て
い
ま
す
。

相
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の
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実
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談
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援
の
充
実

12月議会
一般質問

２０２３年度の相談状況

不登校児童・生徒数

不登校数

スクールカウンセラー（府費）
のべ相談人数 6,337人

157
（9.0）

241
（14.0）

307
（18.0）

335
（19.9）

242
（27.7）

329
（37.5）

407
（47.1）

474
（56.0）

スクールソーシャル
ワーカー

小学校

対象児童・生徒数

のべ支援件数

中学校
262件
129件
7,788件

B

A

小学校
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

中学校

※年間30日以上の欠席（　）は千人率

（人）

調
査
書
の
確
認
に
活
用

し
、
競
争
教
育
に
拍
車
を

か
け
ま
し
た
。
不
登
校
の

増
加
は
、
競
争
教
育
な
ど

が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
競
争
教

育
を
や
め
る
こ
と
。
１
人

１
人
に
応
じ
た
教
育
が
で

き
る
よ
う
、
20
人
程
度
の

少
人
数
学
級
を
求
め
て
い

ま
す
。

２０２３年度の相談状況

不登校児童・生徒数

不登校数

スクールカウンセラー（府費）
のべ相談人数 6,337人
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（14.0）
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（19.9）
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329
（37.5）

407
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474
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小学校

対象児童・生徒数

のべ支援件数

中学校
262件
129件
7,788件

B

A

小学校
2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

中学校

※年間30日以上の欠席（　）は千人率

（人）

居場所の充実が必要
　

中
学
校
に
あ
る
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
は
教
室
に
入
り

づ
ら
い
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
し
、
段

階
的
に
教
室
へ
の
復
帰
を
目
指
す
た
め
の

支
援
の
場
で
す
。
２
０
２
４
年
度
は
全
て

の
小
学
校
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
度
の
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
人
数
は
小
学
校
９
７
人
、
中

学
校
１
６
１
人
で
合
わ
せ
て
２
５
８
人
で

す
。
支
援
体
制
は
担
任
や
養
護
教
諭
、
生

徒
指
導
担
当
教
員
、
不
登
校
等
支
援
員
な

ど
で
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。
し
か
し
、

教
員
は
授
業
や
そ
れ
ぞ
れ
業
務
が
あ
り
、

不
登
校
等
支
援
員
も
全
校
配
置
で
は
な
い

の
で
、
い
つ
行
っ
て
も
良
い
校
内
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
よ
う
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
「
不
登
校
等
支
援
員
を
増
や
し
、

全
校
配
置
を
目
指
す
こ
と
。
子
ど
も
の
気

持
ち
に
あ
っ
た
楽
し
く
過
ご
せ
る
居
場
所

に
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
に
備
品
が

必
要
な
た
め
、
室
内
環
境
を
充
実
で
き
る

予
算
の
検
討
」
を
求
め
ま
し
た
。
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誤
判
に
よ
り
有
罪
判
決
を
受
け
た
袴

田
事
件
の
よ
う
に
、
検
察
官
の
不
服
申

立
て
に
よ
っ
て
再
審
請
求
審
が
長
期
化

す
る
事
例
は
多
々
あ
り
、
審
理
の
長
期

化
は
深
刻
な
人
権
侵
害
で
す
。
そ
し
て
、

再
審
請
求
手
続
の
手
続
規
定
に
関
し
て

は
再
審
法
に
規
定
が
少
な
く
、
と
り
わ

け
審
理
の
在
り
方
は
裁
判
所
の
裁
量
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
裁

判
所
の
訴
訟
指
揮
に
よ
り
大
き
な
差
が

生
じ
る
た
め
、
再
審
請
求
手
続
に
つ
い

て
手
続
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
大
阪
弁
護
士

会
か
ら
も
高
槻
市
議
会
に
再
審
法
改
正

の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
の
提

出
が
あ
り
、
12
月
18
日
に
日
本
共
産
党

提
案
で
「
再
審
法
改
正
に
向
け
た
速
や

か
な
議
論
を
求
め
る
意
見
書
」
が
本
会

議
で
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る

会
場
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る

小
中
学
校
の
万
博
遠
足

小
中
学
校
の
万
博
遠
足

学
校
は
万
博
遠
足
決
め
か
ね
て
い
る

学
校
は
万
博
遠
足
決
め
か
ね
て
い
る

パ
ビ
リ
オ
ン
、
休
憩
所
の
状
況
わ
か
ら
ず

パ
ビ
リ
オ
ン
、
休
憩
所
の
状
況
わ
か
ら
ず

安
全
確
認
で
き
な
い
場
合
は

安
全
確
認
で
き
な
い
場
合
は

再
審
法
改
正
求
め
る
意
見
書
全
会
一
致
で
可
決

　
大
阪
万
博
は
４
月
13
日

か
ら
10
月
13
日
ま
で
の
開

催
予
定
で
す
。
大
阪
府
は

府
内
の
小
中
学
生
な
ど
を

学
校
単
位
で
万
博
に
無
料

招
待
（
交
通
費
な
ど
は
自

己
負
担
）
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
万
博
会
場

と
な
る
夢
洲
で
３
月
28
日

に
メ
タ
ン
ガ
ス
の
爆
発
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。
79

本
の
ガ
ス
抜
き
管
が
設
置

さ
れ
、
そ
の
後
も
メ
タ
ン

ガ
ス
は
排
出
し
続
け
て
お

り
、
会
期
中
も
と
ま
り
ま

せ
ん
。
万
博
協
会
は
換
気

な
ど
を
し
て
、
ガ
ス
濃
度

が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
と
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
１
区
へ
の
カ
フ
ェ
や

レ
ス
ト
ラ
ン
の
出
店
に
つ

い
て
は
、
メ
タ
ン
ガ
ス
対

策
の
た
め
火
気
の
使
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大

規
模
災
害
時
に
、
最
大
で

23
万
人
、
来
場
者
22
万
人

が
夢
洲
に
取
り
残
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
脱
出
に

は
３
日
か
か
る
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
食
料
の
備
蓄

は
３
日
分
、
１
日
２
食
し

か
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

教
育
委
員
会
に
よ
る

と
、「
各
学
校
は
府
か
ら

の
情
報
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
る
。
会
場
へ
の
交
通

手
段
や
遠
足
の
下
見
時
期

が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と

に
よ
り
、
判
断
が
難
し
い

と
い
う
声
が
あ
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
「
交
通
費
に
高

額
の
負
担
が
必
要
で
い
つ

も
の
遠
足
と
は
違
う
。
わ

か
っ
て
い
る
情
報
だ
け
で

も
示
し
て
、
子
ど
も
や
保

護
者
に
意
見
を
聞
く
べ

き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　
パ
ビ
リ
オ
ン
や
休
憩
所

の
予
約
を
し
て
い
る
小
学

校
へ
の
回
答
は
、
万
博
協

会
か
ら
の
知
ら
せ
は
１
月

下
旬
以
降
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
休
憩
時
間
で
遅
い
時

間
で
「
午
後
１
時
半
か
ら

食
べ
る
こ
と
に
な
り
、
か

わ
い
そ
う
だ
」
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
学
生
の
昼
食
や
休
憩
所

場
所
は
芝
生
ス
ペ
ー
ス
や

ベ
ン
チ
等
だ
と
い
う
こ
と

で
、
会
場
の
各
所
に
テ
ン

ト
を
配
置
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
他
の
学

校
と
の
休
憩
時
間
や
場
所

の
調
整
は
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
現
時
点
で
も
わ
か

ら
な
い
こ
と
、
不
十
分
な

こ
と
が
多
す
ぎ
る
の
が
実

態
で
す
。

　
本
来
、
学
校
の
遠
足
は

安
全
に
行
わ
れ
る
事
が
大

前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

ト
イ
レ
の
場
所
や
交
通
手

段
、
時
間
設
定
、
見
学
な

ど
の
ル
ー
ト
、
避
難
ル
ー

ト
、
病
院
と
の
連
携
な
ど

様
々
な
こ
と
を
確
認
し
て

計
画
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　
私
は
「
ど
ん
な
危
険
が

あ
る
の
か
教
育
委
員
会
と

し
て
確
認
を
す
る
こ
と
。

安
全
の
保
障
が
確
認
で
き

な
い
場
合
は
万
博
へ
の
遠

足
は
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
P
I
S
A

２
０
１
８
年
の
時
点
で
、
ゲ
ー
ム
と
チ
ャ
ッ

ト
の
利
用
状
況
は
世
界
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
変
な
長
時
間
使
用
に
至
っ
て
お
り
、
依
存

傾
向
を
持
つ
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
的
に
見
て
、
最
高
の
結
果
が

得
ら
れ
る
の
は
、
教
師
だ
け
が
デ
バ
イ
ス
を

使
用
し
て
い
る
場
合
で
、
生
徒
が
デ
バ
イ
ス

を
独
占
的
に
使
用
す
る
と
ど
こ
で
も
結
果
が

大
幅
に
低
下
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
は
学
校
内
だ
け

に
し
、
特
別
の
理
由
が
な
け
れ
ば
持
ち
返
り

は
や
め
る
こ
と
。
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
員
研

修
に
専
門
の
講
師
を
呼
ぶ
な
ど
し
て
、
成
長
・

発
達
を
踏
ま
え
た
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
研

究
す
る
こ
と
、
I
C
T
支
援
員
を
学
校
に
派

遣
す
る
体
制
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

学校のタブレット使用


